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［はじめに］ 
ジアリールエテンは光に応答して可逆的に吸

収波長を変える性質をもっており, 近年光メモリ材
料として注目を集めている[1,2]. 前回はこのジアリ
ールエテンをコアに含むメモリ導波路を作製し, 評
価した後に光応答の理論式を立てた[3]. 今回は
その理論式を解き実験結果と比較した.  

［実験・結果］ 
測定方法を図 1 に示す. 石英瓶に PGMEA（ジ

アリールエテン入り）溶液を用意し測定した. UV を
5 秒照射した後, LED を照射し緑色光の透過率を
表したものが図 2 の青色の線である. このときレー
ザ出力は非常に小さくジアリールエテンが無色に
戻るのにほぼ影響しない. UV を照射することによ
って透過率は減衰し, LED によって透過率は増加
していく. LEDの出力が大きいほど透過率が 1にな
るまでの時間が短いことがわかる. 図 3 はジアリー
ルエテンの遷移図である. ジアリールエテン分子
は（A）緑色光吸収状態, および（B）透明状態の 2

つの状態を有する. これらの状態における時間変
化は次式で表せる.  

𝑑𝑛𝑟
𝑑𝑡

= 𝑘𝑟𝑡𝐼𝐺𝑛𝑡(𝑡) − 𝑘𝑡𝑟𝐼𝑈𝑉𝑛𝑟(𝑡) 

𝑑𝑛𝑡
𝑑𝑡

= 𝑘𝑡𝑟𝐼𝑈𝑉𝑛𝑟(𝑡) − 𝑘𝑡𝑟𝐼𝐺𝑛𝑡(𝑡) 

𝑇 = 𝑒−𝑘𝑛𝑟(𝑡) 

𝑇は透過率, 𝑘は比例定数である. 他の記号は図3

に記載している. 式(1), (2)を適切な初期条件で解
きプロットしたものが図2のオレンジ色の線である. 

シミュレーションは実験値とほぼ一致していることが
わかる.  

［まとめ］ 
ジアリールエテンの物理モデルを構築し, 理論

式を立て, 実験値と比較した. 実験値とシミュレー
ションは良い一致を得ることができた. 当日は光強
度だけでなく, ジアリールエテンの濃度を変え測定
しシミュレーションと比較したもの等を報告する.  
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図 2． 各 LED出力の透過率 
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図 1. 測定方法 

図 3．ジアリールエテン分子の光遷移モデル 
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